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安倍晋三首相が環太平洋連携協定（ＴＰＰ）交

渉参加を表明したことに対し、滋賀県から反対の

声をあげようと、「ストップＴＰＰ！県民緊急集

会」が６日、大津市のびわ湖岸・なぎさ公園おま

つり広場で開かれました。

県農業協同組合中央会（ＪＡ滋賀中央会）や県

医師会、県町村会、日本共産党県委員会など県内

の２２２団体と個人でつくる「ＴＰＰから県民の

いのちと暮らし／医療と食を守る県民会議」が呼

びかけ、激しい風雨をついて （次ページへ）

岩波 美智子さん 画

ス
ト
ッ
プ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
！

緊
急
県
民
集
会
に
参
加
し
て

琵
琶
湖
岸
の
す
ぐ
近
く
で
、
爆
弾
低
気
圧
に

よ
る
横
な
ぐ
り
の
雨
と
突
風
の
中
で
し
た
が
、

緊
急
事
態
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
阻
止
の
た
め
、

全
員
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
」
の
ハ
チ
マ
キ
を
し

め
、
１
０
０
０
人
近
く
の
団
体
や
個
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
各
団
体
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
意
見

表
明
が
あ
り
、
集
会
後
２
ル
ー
ト
に
分
か
れ
、

デ
モ
行
進
し
訴
え
ま
し
た
。

多
く
が
集
ま
っ
た
集
会
で
し
た
が
、
世
論
調

査
で
は
交
渉
参
加
・
肯
定
論
が
多
い
よ
う
に
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
家
の
人
で
も
大
変
な
こ

と
に
な
る
と
い
う
危
機
感
が
な
い
人
が
多
い
し
、

も
っ
と
実
態
を
知
ら
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。

（
浦
谷
）

４月６日、近畿地協第４回常任幹事会が大阪国労会

館で開かれ、近畿各地から２１人が集まりました。さ

ざなみネットからは山﨑書記長が参加しました。

金融労連中央執行委員・金融ユニオン中央執行委員・

近畿地協事務局・各単組支部分会が、前回会議以降の

活動報告をしました。

（議案）

・２０１３年春闘について

デフレ脱却のためために賃上げが必要であるとい

う社会的声の高まりの中、回答引き出しに向け取り

組みを強化していくことを確認しました。労働条件

の改悪提案や非正規労働者の雇用契約の改悪などの

攻撃に対しては、その必要性や不利益の程度などに

ついて、討議し交渉を進めている経験など報告があ

り、より情報を交換していくことを確認しました。

・組織拡大月間について

成果や拡大計画などについて話し合いました。特

に関連会社の嘱託やパート職員等の組織化について

具体的に相談しました。

風雨の中の「県民緊急集会」



ＴＰＰから県民のいのちと暮らし／医療と食を守る
４・６県民緊急集会宣言

３月15日、安倍総理は、「自民党の決議文を胸に、強い交渉力で結果を出していく」、「日本の食と農を守るこ

とを約束する」、「政権公約、国民との約束は必ず守る」などと述べ、ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉参加の意

向を正式に表明しました。

ＴＰＰは、国のかたちを一変させる極端な交渉であるという懸念が国民の間にあるなかで、総理が極めて前のめ

りな姿勢で参加表明に踏み切ったことは到底納得できず、強い憤りをもって抗議します。

ＴＰＰの基本的な枠組みは何ら変わっておらず、日米共同声明に基づく総理の「聖域なき

関税撤廃が前提ではない」という認識は到底理解できるものではありません。

この我々の疑問に対し、十分な説明がなく、政府統一試算も事前に情報開示しないまま、

拙速に参加表明した政府の姿勢は、極めて遺憾であるという他ありません。

もしＴＰＰに参加することになれば、地域農業は深刻な事態となり、地域社会が崩壊する

ことになります。

さらに、ＴＰＰは農業だけではなく、ＩＳＤ、食の安全・安心、医療、保険など、国民生活の様々な分野に影響

し、国家の主権そのものを揺るがしかねない重大な問題を含んでいます。

この「ストップＴＰＰP！県民緊急集会」に参加した私たちは、政府に対して、ＴＰＰ交渉参加に向けた取り組み

を断念し、わが国の国益が守れず、国民の合意と了解のないＴＰＰには参加しないことを強く要求します。

そして、今後も、県民の皆さんのいのちと暮らし、医療と食の確保と安全を守るための一大県民運動を県内各地

域からさらに一層力強く進めることを、ここに宣言します。

平成２５年（２０１３年）４月６日

ストップＴＰＰ！ 県民緊急集会

（前ページから）

約１０００人が、

さざなみネットか

ら3人が参加しま

した。

「政府に対して、

ＴＰＰ交渉参加に

向けた取り組みを

断念」し、「参加

しないことを強く要求」する集会宣言を採択しま

した。（集会宣言 下記）

主催者を代表して「県民会議」代表世話人の万

木敏昭・ＪＡ滋賀中央会長は「県民の命と暮らし、

医療と食の破壊に至る重大な問題。ＴＰＰの危険

性を県民一人一人にアピールするとともに行動の

輪をさらに広げたい」と述べて、運動のいっそう

の強化を呼びかけ、笠原吉孝・県医師会長は「み

んなで支え合いやってきた医療保険、世界一の医

療制度をもうけの材料にしようと、ＴＰＰで狙っ

ているのは間違いありません」と、国民皆保険制

度を守り抜く決意を表明しました。

参加者はこの後、大津駅までの１.５キロと膳所

駅までの１.７キロの二手に分かれて「ＴＰＰから

人々の暮らしを守れ」と訴えながらデモ行進した。

デモ行進の模様

ＴＰＰでどうなる？

・農業だけで１,３００億円被害
滋賀県は、農業生産が４０％減、２４９億

円が失われ、県土が荒れる被害は約１,０４

８億年に及ぶと試算。コメは３割がつぶれ、

小麦や酪農は壊滅、食の安全も守れなくなります。

・食料自給も、医療、雇用も・・・消える
食料自給率は国の大問題なのに問題にもされなくなりま

した。混合診療の解禁で国民皆保険制度が破壊され、雇用

を守る制度も、中小企業を支援する制度も壊されます。

「ＴＰＰ違反」は外国企業が訴訟でき、日本の法律よりＴ

ＰＰ協定が上になります。

・交渉内容は国民にいっさい秘密
協議の内容も結果も４年間秘密です。日本経済に大打撃

を与えるのに、国民への情報開示もされません。




